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教員研修の現状と課題

～教職員支援機構（NITS）の取組から～
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教職員支援機構（NITS）の概要と本時の報告



令和２年度の研修について

https://www.nits.go.jp/
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校内研修シリーズ 月別再生回数の推移

NITSオンライン講座の活用実績

月平均 約3万回

月平均 約9万8千回

視聴回数が約３．２倍に！



さて、新型コロナ感染は小康状態・・・

７月末からの研修をどうするか？

全ての研修を

オンラインでの実施へ

☆Zoomによる「教職大学院向け集中研修講座」

☆e-learning システムによる「教職員等中央研修」
〃 「指導者養成研修」



【参考】教職大学院向け集中研修講座
～令和元年度（集合型研修）との比較～

受講者数、大学数ともに ２．４倍 に増加

教職大学院向け
集中研修講座

令和２年度 令和元年度

受講者数 大学数 受講者数 大学数

スクール・マネジメント 86 17 57 10

生徒指導（教育相談含） 68 15 2 1

道徳教育 55 14 8 2

カリキュラム・マネジメント － － 12 2

幼児教育 － － 3 1

言語活動 － － 4 3

合計 209 46 86 19



オンラインでの研修実施（教職員等中央研修）

＜特色・配慮した点＞
５研修を１２週（約４ヶ月間）にわたり受講可能とした。

☆受講者の選択肢を最大限に！（繰り返し視聴も可能に！）
☆研修時間・研修環境の確保への配慮



オンライン研修の特性を踏まえて

＜特色・配慮した点＞
集合型に比べて、講義の内容を厳選して収録。リフレクションの時間を充実。
課題レポートの提出により修了証の付与。



【参考】教職員等中央研修（9月～12月実施）

～令和元年度（集合型研修）との比較（12月14日現在）～

受講者数は横ばい １．１３倍 に微増

教職員等中央研修
令和２年度
受講者数

令和元年度
受講者数

昨年度
比

校長研修 170 166 1.02

副校長・教頭等研修 602 524 1.15

中堅教員研修 768 706 1.09

次世代リーダー育成研修 195 187 1.04

事務職員研修 383 297 1.29

合計 2,118 1,880 1.13



【参考】指導者養成研修（11月～12月実施）

～令和元年度（集合型研修）との比較（12月14日現在）～

受講者数は１．６５倍に

指導者養成研修
令和２年度
受講者数

令和元年度
受講者数 昨年度比

学校組織マネジメント指導者養成研修 561 303 1.85
カリキュラム・マネジメント指導者養成研修 607 313 1.94

生徒指導指導者養成研修 301 135 2.23
教育相談指導者養成研修 257 97 2.65

いじめの問題に関する指導者養成研修 431 397 1.09
道徳教育指導者養成研修 580 900 0.64
人権教育指導者養成研修 170 123 1.38
幼児教育指導者養成研修 320 91 3.52

体力向上マネジメント指導者養成研修 176 110 1.60
健康教育指導者養成研修 370 230 1.61
食育指導者養成研修 241 135 1.79

学校安全指導者養成研修 253 159 1.59
学校教育の情報化指導者養成研修 865 124 6.98

合計 5,132 3,117 1.65
＊「外国人児童生徒等に対する日本語指導
指導者養成研修」は１月に実施



受講者アンケートの概要（中間まとめ）

提供形態：一方向のオンライン研修
「有意義」率（「大変有意義」＋「有意義」）

ほぼ例年通り、全ての研修で95%超
「大変有意義」率（「大変有意義」のみ）

例年を下回り、70%～90%のばらつき

オンライン研修への「要望」と「謝意」
二大要望

講師との交流（質問）／受講者同士の演習
謝意

繰り返し視聴／移動に伴う時間・経費削減
（育児・介護等家庭との両立）



そもそも、
○教職員支援機構の提供する

教職員研修はどうあるべきか？
○平成29年の「機構化」は

教職員研修に何をもたらしたか？

目標：「学び続ける教員像」の具現化
→新しい知識・技術を身に付けることなのか？

「問い続ける」「考え続ける」
「挑戦（改善）し続ける」態度の育成！



強化してきたこと（H29年度以降）

○学校のあらゆる「マネジメント」を
中核とする中央研修への転換を図った
（学校組織、カリキュラム、スタッフ、コミュニティ、リスク、
メンタルヘルス、タイム等のマネジメント関連科目）

○各科目では「考える課題」を提供し、
小グループで「考え抜く」演習を取り入れた
（「問い・考え・改善し続ける」の実現に向けて）

○学校改善に向けた研修成果の活用のため
１年後に成果活用レポートの提出を課した



【参考】成果活用レポートの様式紹介（NITS大賞と統一）

①

②

③



【参考】成果活用レポートの様式紹介（NITS大賞と統一）
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【参考】成果活用レポートの様式紹介（NITS大賞と統一）



直接研修以外に（H29年度以降）

○オンライン講座（20分動画）を
“YouTube”にて学校・教職員に届ける
・校内研修シリーズ（学校改善に向けて）
・新学習指導要領編（教員の自己学習の促進）
・研修プランシリーズ（アクティブラーニングの普及）

○調査研究プロジェクトを通じて
学校教育の課題に迫り、成果を還元する
（例：育成指標に基づく管理職研修の現状と課題、

成果活用の調査研究に基づく中央研修の改善、等）



改めて、
○予測困難な時代を生きる子供達に

責任を果たす教職員の「資質・能力」は？

○その資質・能力を達成するための
手段としての「研修」はどうあるべきか？

【視点】☆養成・採用・研修の接続と連携
☆教職大学院・教育センター等との連携・協働
☆機構と全国各地との新たな関係構築

教育人材育成の体系化への寄与
ネットワークの要としての機構の役割



「新しい生活様式」の中で

○職階別の「教職員等中央研修」は
集合・宿泊型研修を軸にしつつ、
オンラインとの組合せで効果を高める
・地域リーダーの育成と全国ネットワークの構築
・３年間でベストミックスを追求し、確立する

○教育課題別の「指導者養成研修」は
オンライン研修へ移行し、
多くの教職員が各地で受講可能とする
・実施方法や形態については調査研究と連動させる
・３年間でハイブリッド化を図り、モデルを提供する



学習指導要領における

「学校改善」の達成のため

教職員研修では、
学校・授業・指導・支援・地域連携・・・

リ・デザインする力
≒

新時代の教職員の力



おわりに
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